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前 天 長 は 気温 や 積雪 に 対応 する 幼虫 期 の 長 さ と 関係 が ある と 考え られ た . 県 内 の 変異 の うち 特異 な 地 
域 は 武 尊 山 を は さん だ 利根 川上 流域 と 片品 川上 流域 で ある . 前 者 は 県 内 一 の 多 雪 地域 で , 後者 も それ に 
次 ぐ 多 雪 地 で あり , 積雪 日 数 も は ほぼ 同じ で , 夏 は 比較 的 降水 量 が 少な い . 年 降水 量 は 前 者 の 方 が 多い が , 
両 地域 と も 気候 ・ 標 高 は 類似 し て いる . し か し ゃ の 黒 化 度 は 両者 で 非常 に 異な る . と れ ら の と と か ら 交 
の 黒 化 は 卵 や 幼虫 ・ 映 期 に お ける 環境 条件 の 影響 と 考え る より , すでに 遺伝 的 に 固定 され た 形質 と 考え 
られ た . 


9. ヒメ キマ ダラ ヒ カ ゲ は 1 年 に 何 回 発生 する の か ? 藤 井 恒 (近畿 ) 

ヒメ キマ ダラ ヒ カ ゲ の 発生 回 数 に つい て は , 最近 で は 年 1 化 説 が 主流 で , 部 分 2 化 説 や 3 化 説 な ど は 
忘れ 去ら れ た 感 が ある . しかし, 現実 に は 幼虫 の 最終 齢 数 も 含め て 周年 経過 は ほとん ど 何 も か わっ て い 
な か っ た . 演者 は , 野外 調査 と 室内 飼育 に よっ て , 本 種 の 周年 経過 の 概要 を 明らか に する と と が で きた 
の で , その 結果 に つい て 報告 し た . 

野外 調査 は 1984 年 5 11 月 京都 市 左京 区 杉 峠 周辺 で 行っ た . 成虫 は 6 月 と 8 月 末 て 9 月 に 発生 の 
ピー ク が 見 られ , 7 月 末 ~8 月初 に は ほとん ど 見 られ な か っ た . 卵 は 6 月 末 と 9 月 に 見 つか っ た が , 他 
の 時 期 に は 発見 され ね か っ た . 5 月 に 越冬 後 の 幼 虫 を 採集 し 室内 で 飼育 し た と と ろ , 約 半 数 は 5 月 末 ~ 
6 月 に 疲 化 し た が , 残り の 幼虫 は その 後 ほ と ん を 摂 食 を し な く な り , 7 月 10 日 まで に 全て 死亡 し た . 一 
方 野外 で は 6 月 の 成虫 に 由来 する と 考え られ る 幼虫 群 の 他 に , 6 月 か ら 夏 休眠 に 入っ て いる と 考え られ 
る 幼虫 が 6 ~7 月 の 調査 期間 に 発見 され た . また , 8 9 月 の 成虫 に 由来 する と 考え られ る 幼虫 は 11 月 
初 に は 大 部 分 が 3 て 4 齢 に 達し て いた が , 1 齢 末期 2 齢 の も の も 含ま れ て いた . 

20°C と 25?C に 卵 を お いて 飼育 し た と とろ, 20°C で は 75.9 が 角 化 , 50.9 は 2 齢 に 達し た が , 
25°C で は 39.0 め し か 肝 化 せ ず , 2 齢 に な っ た も の は わずか 8 多 で あっ た . 

1 齢 以降 の 幼虫 を 25?C の 恒温 条件 下 で 飼育 し た と と ろ , 14L10D で は 50 め で 5 齢 で 化 し た も の の , 
10L14D, 12L12D, 13L11D で は 85 多 以上 , 15L9D, 16L8D, 24L で は 100 の 幼虫 が 3 齢 に な っ て か ら 60 
日 を 経過 し て も 映 化 せ ず 休 過 に 入っ た と 考え られ た . 

以上 の よう な 事実 か ら , 本 種 の 幼虫 は 約 14L10D 付近 の 条件 で の み 順 調 に 発育 し , それ より も 短 日 条 
件 下 で は 人 冬 休 眠 を , 長 日 条件 下 で は 夏 休 眠 を 行う と 考え られ る . 京都 で は 4~$5 月 と 8 月 が 発育 に 適し 
た 時 期 で あり , ほぼ その 直後 に 成虫 の 発生 ピー ク が み ら れ る . 越冬 後 の 幼 虫 の うち 生育 の 早かっ た も の 
は 5 月 末 に 映 化 し , 6 月 に 羽化 する . その 成虫 の 子 老 の 多く は 8 月 中 旬 頃 疫 化 し , 8 月 末 ~9 月 に 羽化 
する が , 一 部 は その まま 人 冬 休 眠 に 入る 可能 性 が ある . 一 方 , 5 月 に 正 化 で き な か っ た 幼虫 は 高温 長 日 条 
件 下 で 夏 休 眠 に 入り , 8 月頃 休 眠 か ら さめ て 遇 化 ・ 羽 化す る も の と 考え られ る . 

実験 か ら 明 ら か な よう に, 本 種 の 卵 ・ 幼 虫 は 高温 てく たいへん 弱い . 従っ て , 本 種 の 夏 休 眠 は 高温 に 対 


する 適応 で ある と 考え られ る . 
10. 韓国 産 2 種 の イボ タ ガ に つい て チ ヂ 仁 浩 (大 韓 民国 ) 


大 韓 氏 国 に は 日 本 産 イ ボタ ガ に 類する 前 炊 表 面 後 緑 に 眼 状 紋 を も つ 種 類 は 分 布 し な い . 代り に , 済州 
追 を 含む 全土 に 日 本 の イボ タ ガ が より 大 型 で 濃 色 の も の が 6 7 月 に か け て 発生 し , ヤ ガ の よう に 樹液 な 
ど に も 集まる . 

先 年 来 . ソウ ル 近 郊 で 成虫 か ら 採卵 し て 飼育 し た も の は Brahmea certhia と し て 従来 知ら れ て いる 種 
類 で ある . 卵 は 乳白 色 で 大 きく , 2 て 4 齢 の 幼虫 は , 濃 棒 色 の 地 に 多く の 黒色 紋 を 有 し , 2, 3, 11 節 の 
長い $ 本 の 突起 の 先端 は せ ン マイ 状 に 巻き , 4<10 節 に は 先端 が 頭 の 方 向 に 曲 る 突起 が 亜 背 線上 に 並ぶ 
終 齢 幼虫 は 体 が 平滑 で , 刺 載 に 対し 口 器 に よる 威 蹴 音 を 発する . 幼虫 は 群 棲 し な い . 映 は 大 型 , 尾 端 の 
懸垂 器 は 二 久 せ ず , 短く 穴 る . 

し か る に , 1983 年 3 月 25 日 , 江原 道 雪 岳 山 山麓 の 百 凛 寺 の 旅館 の 燈火 に 飛来 し た 成虫 か ら 採卵 ・ 飼 育 
し た も の は 幼虫 期 に 甚だ 異 る 特徴 を が し た . 
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すなわち , 卵 は 同色 , 1 齢 幼虫 の 長い 突起 は 先 が 巻 か ず , 亜 背 線 突起 列 も 存在 する な ど , certhia と 大 
差 な い が , 2 齢 以降 , 亜 背 線 突起 列 は 消滅 し , 体 色 も 遥か に 淡く , 終 齢 に いた っ て は 極め て 淡い 椿 色 を 
呈し た . 腹面 も , certhia に お いて は 幅広 く 暗 褐色 を 星 す る の 対し, 雪 岳 山 の も の は や や 幅 の 狭い 中 央 
帯 と , その 外側 に 狭い 暗 褐色 の 線 が 走る . 食性 上 も イボ タ 類 を 選好 し , cer カ 4 の よう に ライ ラッ ク , レ 
ン ギ ョ ウ な ど を 食べ る と と は な い . 暴 は 懸垂 器 の 角度 が 微妙 に 異 る は ほか, 大 き な 区 別 点 は な い . 

1984 年 5 月 に 前 後 し て 羽化 し た 両 群 の 成虫 を 比較 する と , 雪 岳 山 産 の も ちの は ① 触 角 が 淡 褐 色 ( ソ ッ ル 
近郊 産 の certhia で は 黒褐色 , 以下 同様 に 対比 ) ⑰ 腹 部 上 面 は 一 様 に 黒褐色 ( 環 節 間 に 黄 褐色 の 横 帯 あ 
り ) ③ 腹 部 下面 は 両者 と も 終 齢 幼虫 の 特徴 を 残し , 中 央 の 暗色 帯 は 狭く 側線 を 伴う (一 様 に 広い 暗色 帯 
が 走る ) 等 , 一 見 し て 明か な 差異 が 認め られ た . さら に , づ 交 尾 器 に も 形態 差 が 発見 され た . 従っ て , 
雪 岳 山 山 薦 産 の も の は certhia と は 別種 と 見 区 され る 充分 の 根拠 が ある . 

と れ は Bsyk (1949) の magnificentia, 中 国 科 学院 の 暴 類 図鑑 (1983) の certhia (!) に 対比 され る も の 
で ある が , christophi と 似 た 特徴 も 多く , その 学名 決定 は 近く 発表 予定 の 論文 に お いて 行う . 


11. オニ ベニ シタ バ の 剛 化 ・ 羽 化 ・ 交 尾 リ ズム 西 尾 規 孝 (信越) 

オニ ベニ シタ バ (Catocala dula) は 昼間 に 交尾 を する と と が 先 年 判明 し た . 今回 は その 背景 へ の アプ 
ロー チ を 試み , 野 化 ・ 羽 化 ・ 交 尾 そ れ ぞ れ の リズ ム の 有無 , 本 種 以 外 の Catocala 属 の 種 の 交尾 時 刻 の 
観察 等 を 行っ た . 

鋼 化 は 消 燈 か ら 8 時 間 後に ピー ク が 見 られ た . 14L10D か ら 全 暗 下 に 移す と リズ ム は 消失 し た . 羽化 
は 消 燈 約 2 時 間 後に ビー ク が あり , 14L10D か ら 全 暗 に 移し た 後 で も リズ ム は 存続 し , 周期 は 約 22 時 間 
で あっ た . 交尾 は 点 燈 約 10 時 間 後 に 多く 見 られ た (14L10D). 全 明 下 で は リズ ム は 認め られ な か っ た 
(照度 約 200 ル ックス ). 

Cgzocg7g 十 数 種 の 交尾 時 刻 を 野外 ・ 室 内 で 調べ た と と ころ, 日 没 直後 に 交尾 する も の と 深夜 に 交尾 する 
2 つの 行動 型 に 区 分 で きた . 

配偶 行動 は や の 性 フェ ロモ ン の 放出 に よっ て 誘発 され , ず の 接近 , 交尾 た と いう プロ セス を 経る . が 
手がかり と し て いる の は ゃ の 腹 端 か ら 出 る 性 フェ ロモ ン で あり , 視覚 は 補助 的 な も の に すぎ な い . ず は 
“性 フェ ロモ ン の 出 て いる 物体 ” と 交尾 する と いえ る . 


12. 蝶 に お ける 帯 踏 の 形成 過程 の 観察 芦沢 一 郎 ・ 牧 林 功 (関東 ) 

芦沢 (1980) は ベニ シジミ の 遇 の 帯 糸 の 位置 を 第 1 腹 飾 上 に か か る と 報告 し た . その 後 , ベニ シジミ 
の 睦 30 個体 を 観察 し た と と ろ , 帯 糸 の 位置 は 1 個体 が 第 1 腹 節 上 に , 22 個 体 が 第 1, 第 2 腹 節 間 に , 17 
個体 が 第 2 腹 節 上 に , 9 個体 が 第 2, 第 3 腹 節 間 に , そし て 1 個体 が 第 3, 第 4 腹 節 間にあっ た . と の 
結果 か ら , ベニ シジミ の 踊 の 帯 糸 の 位置 は か な り ゆ れ が あり , 第 1, 第 2 腹 節 間 に か か る も の が も っ と 
も 多い (44) こと が わか っ た . と れ は シジミ チョ ウゥ 科 の ほとん どの 種 と 同様 な 位置 で ある . 

ッ ラ キン シジミ の 遇 13 個 体 を 観察 し た と と ろ , 帯 糸 の 位置 は 第 1, 第 2 腹 節 間 に か か っ て いた も の 2 
個体 , 第 2 腹 節 上 に か か っ て いた も の 11 個 体 で あっ た . し た が っ て , この 種 に お いて は , 第 2 腹 節 上 に 
か か る も の が 一 般 的 で ある と と が わか っ た . 

また ゴイ シシ ジミ の 前 疲 に お ける 帯 糸 の 位置 は 従来 未知 で あっ た が , 杉田 正之 (1984) の 観察 に より , 
第 1 腹 館 上 に か か る と と が 報告 され た 、 こ とれ に より , 帯 北 の 位置 の 前 映 か ら 映 へ の 移動 は ) ベニ シジミ 
亜 科 が 後 胸 一 つつ 第 2 腹 節 , ルリ シジミ 亜 科 , ミド リ シ ジ ミ 亜 科 が 後 胸 一 第 1, 第 2 腹 節 間 , アシ ナガ 
シジミ 亜 科 が 第 1 腹 節 一 第 1, 第 2 腹 節 間 と いう よう に 整理 され る . 

また 帯 糸 形成 後 , 幼虫 が 帯 糸 に より か か る 様式 は ,。 シロ チョ ウ 科 , シジミ チョ ッ 科 に お いて は 帯 糸 形 
成 完了 時 に 幼虫 体 が す で 帯 糸 の 輪 の 中 に あっ て , 胸部 を そら し 背面 で 帯 糸 を 後方 に ずら し て か ら 寄 り 
か か る . と れ に 対し アゲ ハチ ョ ウ 科 に お いて は 帯 糸 形成 完了 時 , 幼虫 体 は 帯 糸 の 輪 の 外 に あり , 胸部 を 
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